
華
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鎌

田

茂

雄

一

序

仏
教

に
お
い
て
三
聖
と
い
う
と
、
円
頓
戒
壇
の
三
聖
と
、
華
厳

の
三

聖
と
が
あ
る
。
円
頓
戒
壇
の
三
師
と
は
円
頓
菩
薩
戒
を
受
け
る
時
、
請

す
る
所

の
和
上
、
羯
磨
、
教
授
の
三
師
を
い
う
。
円
頓
戒
壇
の
三
聖
と

は
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
文
殊
菩
薩
、
弥
勒
菩
薩
を
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
華
・厳
の
三
聖
と
は
、
毘
盧
遮
那
仏
、
普
賢
菩
薩
、
文
殊
菩
薩

を
い
い
、
澄
観
の

『
三
聖
円
融
観
門
』
で
は
、
「三
聖

と

は
本
師
毘
盧

遮
那
如
来
と
、
普
賢
、

文
殊
の
二
大
菩
薩
是
れ
な
り
」
(大
正
四
五
・
六

七
一
上
)
と
言

っ
て
い
る
。

華
厳

三
聖
像

と
は
、
『華
厳
経
』
の
教

主

で
あ

る
。
毘
盧
遮
那
仏

を
中
心
と
し
て
左
右

に
文
殊
菩
薩
と
普
賢
菩
薩
を
配
し

た
三
聖

の
造
像
を
い
う
。
こ
の
華
厳
三
聖
像
は
中
唐
以
後
、
中
国
に
お

い
て
成
立
し
た
特
異
な
造
像
で
あ
る
が
、
こ
の
華
厳
三
聖
像
の
形
成
過

程
を
、
文
物
資
料
と
文
献
資
料
の
両
面
か
ら
追
求
し
、
そ
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

二

文

物

よ
り

み

た
華
厳

三
聖

像

造
像
と
し
て
の
華
厳
三
聖
像
が
も

っ
と
も
分
布
し
て
い
る
の
は
四
川

省
で
あ
り
、
と
く
に
大
足
、
巴
中
、
安
岳
、
資
中
石
窟
群
に
そ
の
数
が

多
い
。宝
頂
山
石
窟

最
も
大
き
な
華
厳
三
聖
像
は
、
(
1
)

大
足
石
窟
群
の
宝
頂

山
石

窟

に
あ

る
。
宝
頂
山
は
大
足
県
の
東
北

一
五
キ
ロ
に
あ
り
、
南
宋
の
淳
煕
六
年

か
ら
淳
祐
九
年

(
一
一
七
九
―

一
二
四
九
)
の
七
十
年
間

に
わ
た

っ
て
深

い
谷
の
岩
壁
に
数
多
く
の
仏
像
が
刻
さ
れ
た
。
瑜
伽
行
者
の
趙
智
鳳
が

密
教
の
道
場
を
開
き
、
当
時
は
四
八
カ
所
の
寺
院
が
あ

っ
た
と

い
う

が
、
現
存
し
て
い
る
の
は
聖
寿
寺
の
み
で
あ
る
。

宝
頂
山
の
華
厳
三
聖
像
は
巨
大
な
立
像
で
、
中
央
は
毘
盧
遮
那
仏
、

左
右
に
文
殊
と
普
賢
菩
薩
が
立
つ
。
仏
像

の
高

さ

は
七
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
中
国
に
存
在
す
る
華
厳
三
聖
像

の
う
ち
で
最
も
大
き
い
。

大
足
石
窟
の

一
つ
北
山
石
窟

に
は
華
厳
三
聖
像
は
存
在
し
な
い
。
し

一
〇

一

595



華
厳
三
聖
像
の
形
成

(鎌

田
)

か
し
、
普
賢
と
文
殊

の
像

は
あ

る
。
第

二
二
六
窟
の
普
賢
菩
薩
は
騎

象
、
文
殊
菩
薩
は
獅
子
に
乗

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
足
石
窟
の
造
像

に
は
宋
代

の
特
色
が
顕
著
で
あ
る
。
(
2
)

重
竜
山
摩
崖
造
像

四
川
盆
地
の
中
部
の
資
中
県

(内
江
市
)
重
竜
山
に
は
多
く

の
摩
崖

造
像
群
が
あ
る
。
(
3
)

東
岩
、
西
岩
、
南
岩
の
ほ
か
、
北
岩
の
君
子
泉
は
、

幅
約
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
に

一
一
九
・龕
、
古
北
岩
に
は
幅
六
〇
メ
ー

ト
ル
の
岩
壁
に
四
三
龕
が
鑿
ら
れ
て
い
る
。

第

一
期
の
開
墾
は
中
唐

(七
五
六
1
八
四
〇
)
、
第
二
期
は
晩
唐

(八
四

一
―
九
〇
七
)、
第
三
期
は
五
代
、
第
四
期
は
宋
代
で
あ
り
、
第

一
期
と

第
二
期

の
分
か
れ
目
は
会
昌
の
廃
仏
で
あ
る
。

重
竜
山
石
窟
の
華
厳
三
聖
像
は
第
九
三
龕

に
あ
る
。
龕
は
幅
三

・
六

ニ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三

・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
は
ニ
メ
ー
ト
ル
で
、
中

央

に
結
跏
趺
坐
し
た
毘
盧
遮
那
仏
に
は
桃
形
の
背
光
と
頭
光
が
あ
る
。

左
右

の
壁
に
は
文
殊
と
普
賢
菩
薩
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
ば
に
獅
子
を

引
く
侍
者
と
象
を
引
い
た
昆
命
奴
が

い
る
。
こ
の
文
殊
と
普
賢
像
に
も

毘
盧
遮
那
仏
と
同
じ
背
光
と
頭
光
が
あ
り
、
さ
ら
に
頭
上
に
花
辮
形
の

宝
蓋
が
あ
る
。
側
に
そ
れ
ぞ
れ

一
体

の
脇
侍
菩
薩
が
立
ち
、
中
央
の
主

尊

に
も
両
脇
に
脇
侍
菩
薩
、
背
後
に
阿
難
と
迦
葉
、
さ
ら
に
左
右
四
体

つ

つ
の
八
部
衆
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
九
三
龕
の
外
壁
に
は
後
世
に
補
刻
さ
れ
た
。
十
余

の
小
龕
が
あ

り
、
中

に
唐
の
大
中
八
年

(八
五
四
)
と
、
大
中
十
二
年

(八
五
八
)
の

一
〇
二

造
像
題
記
が
あ
る
。
大
中
八
年

の
題
記
は
、
重
竜
山
に
残
る
最
も
古
い

題
記
で
あ
る
。

重
竜
山
石
窟
の
第

一
五
五
龕
に
も
華
厳
三
聖
像

が
あ

る
。

こ

の
龕

は
、
薬
師
仏

の
あ
る
第

一
五
七
龕
と
様
式
が
似
て
お
り
、
こ
の
二

つ
の

龕
は
共
に
北
宋
の
威
平
三
年

(
一
〇
〇
一
)
、

又
は
治
平
三
年

(
一
〇
六

六
)
に
造
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

安
岳
石
窟
華
厳
洞

安
岳
石
舞

華
厳
洞
は
安
岳
県
赤
雲
郷
に
あ
る
。
(
4
)

県
城
か
ら
約
五
六

キ

ロ
離
れ
た
箱
蓋
山
の
断
崖

に
彫
ら
れ

た
洞

で
あ

り
、
華
厳
洞

の
外

に
、
般
若
洞
も
あ
り
、
造
像
は

一
五
九
体
、
碑
刻
と
題
記
が
四
カ
所
あ

る
。
大
般
若
洞
の
洞
内
に
は
、
南
宋
の
嘉
煕
四
年

(
一
二
四
〇
)
に
書
か

れ
た
題
記
が
あ
り
、
華
厳
、
般
若
の
二

つ
の
石
窟
と
も
南
宋
代

に
造
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

華
厳
洞
は
高
さ
六

・
一
一メ
ー
ト
ル
、
幅

一
〇

・
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

十

一
・
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
洞
窟
の
後
壁
の
正
面
に
、
五

.
一
一メ
ー
ト

ル
の
高
さ
の
華
厳
三
聖
像
が
あ
る
。
中
央
は
毘
盧
遮
那
仏
で
、
左
に
は

獅
子
に
乗

っ
た
文
殊
が
、
右
に
は
白
象
に
乗

っ
た
普
賢
菩
薩
が
造
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
左
右
の
壁
面
に
五
体
つ

つ
の
菩
薩
坐
像
が
あ
る
。
左

壁
に
観
音
菩
薩
、
右
壁
に
弥
勒
菩
薩
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

攻
峡
石
筍
山
華
厳
三
聖
龕

四
川
省
攻
峡
県
の
石
筍
山
に
華
厳
三
聖
を
祀

つ
た
華
厳
三
聖
龕
が
あ

る
。
石
筍
山
の
造
像
は
、
そ
の
題
記

に
よ
っ
て
、
唐
の
大
暦
三
年

(七

596



六
八
)
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
華
厳
三
聖
龕
は
、
高
さ
四

・
一
一メ
ー
ト
ル
、
幅
は
四

・
八
メ
ー

ト
ル
、
深
さ
は

一
・
八
メ
ー
ト
ル
で
、
主
像
の
毘
盧
遮
那
仏
は
禅
定
印

を
結
び
蓮
台
上
に
結
跏
趺
坐
し
、
左
側
に
は
六
牙

の
白
象
に
乗

っ
た
普

賢
、

右
側
に
は
青
獅
子
に
乗

っ
た
文
殊
菩
薩
が
い
る
。
象
も
獅
子
も
大

き
く
、
そ
の
前
に
は
二
人
の
童
子
が
合
掌
し
て
立

っ
て
い
る
。

杭
州
飛
来
峰
の
華
厳
三
聖
像

飛

来
峰
は
杭
州
霊
隠
寺
の
前
に
あ
る
海
抜

一
六
八
メ
ー
ト
ル
の
小
峰

で
あ
る
が
、
古
木
が
茂
り
、
奇
岩
怪
石
が
至
る
所

に
あ
り
、
峰

の
下
に

は
渓
流
が
流
れ
、
天
然
の
岩
洞
が
多
い
。
こ
の
岩
洞
に
、
五
代
、
宋
、

元
代

の
石
刻
造
像
が
三
八
○
余
体
あ
る
。
最
も
古

い
造
像
は
、
後
周
の

広
順
元
年

(九
五
一
)
に
造
ら
れ
た
五
代
の
造
像
で
、
そ

れ
は
青
林
洞

の
弥

陀
、
観
音
、
大
勢
至
の
三
尊
で
あ
る
。
最
大

の
造
像
は
、
渓
流
の

岩
壁

に
彫
ら
れ
た
弥
勒
像

(布
袋
像
)
で
あ

り
、
宋
代

に
彫
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

華
厳
三
聖
像
は
最
南
の
青
林
洞
入
口
の
岩
壁
に
浮

彫
り

さ
れ

て
お

り
、
華
厳
仏
会
像
と
も
呼
ぽ
れ
て
い
る
。
こ
の
華
厳
三
聖
像
に
つ
い
て

は
、

石
田
尚
豊
氏
の
報
告
が
あ
る
。
(
5
)

中
央
の
毘
盧
遮
那
仏
は
、
日
本
の

明
恵

の

「華
厳
海
会
善
知
識
図
」

の
中
の
毘
盧
遮
那
仏
の
造
形
と

一
致

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
脇
侍
の
文
殊
、
普
賢

の
両
菩
薩
は
、
騎
獅
、

騎
象
像
で
あ
り
、
そ
の
前
に
は
合
掌
し
て
い
る
先
行
者
と
手
綱
を
と
る

従
者

が
い
る
。

華
厳
三
聖
像
の
形
成

(鎌

田
)

こ
の
華
・厳
仏
会
像
の
龕

に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
題
刻
が
あ
る
。

弟
子
胡
承
徳
。
伏
為
四
恩
三
有
。
命
石
工
鐫
盧
舎
那
仏
会

一
十
七
身
。
所
期

来
往
観
瞻

同
生
浄
土
。
時
代
宋
乾
興
□
□
四
月
□
日
記

こ
の
題
刻
に
よ
る
と
、
(
6
)

華
厳
三
聖
像
は
宋

の
建
興
年
間

(
一
〇
二
二
)

に
造
像
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
銘
文
中
に
あ
る

「盧
遮
那
仏
会

一
十
七
身
」
と
は
、
盧
遮
那
仏
を
中
心
と
し
て
左
右

に
文
殊
、
普
賢
と

二
人
の
従
者
、
背
後
に
四
菩
薩
、
四
天
王
、
仏
龕
の
外
の
上
部
の
二
体

の
飛
天
と
を
あ
わ
せ
て
十
七
体
の
造
像
を

い
う
。
脇
侍

の
文
殊
普
賢
の

二
菩
薩
は
騎
獅
、
騎
象
像
で
、
こ
の
両
菩
薩
を
振
り
返
り
な
が
ら
先
行

す
る
合
掌
童
子
は
善
財
童
子
像
と
い
わ
れ
る
。

銘
文
に
記
さ
れ
て
い
る
造
像
者

の

「弟
子
胡
承
徳
」
に
つ
い
て
は
、

揚
州
玩
元
編
録
の

『
両
浙
金
石
志
』
巻
五

に
つ
ぎ
の
文
字
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

又
胡
承
徳
、
井
合
家
眷
属
、
同
発
心
、
刊
下
生
弥
勒
尊
仏
、
親
□
三
身
記
、

右
在
飛
来
峰

こ
の
文
に
よ
る
と
、
胡
承
徳
が

一
家
眷

属
、
同
じ
く
発
心
し
て
弥
勒

仏
を
飛
来
峰
に
造
営
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
常
盤
大
定
氏
は
、
(
7
)

題
記
に

あ
る
弥
勒
像
は
青
林
洞
入
口
の
下
生
弥
勒
像

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
造
像
年
代
に
つ
い
て
は
、
華
厳
三
聖
像
と
同
じ
頃
、
恐

ら
く
同

一
人

に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

『武
林
石
刻
記
』
(
8
)

巻
四
に
は
、
当
時

の
多

く
の
題
名
が
収
録

さ
れ
て

お
り
、
「胡
宗
師
等
題
名
」
が
あ
り
胡
氏

一
族
が
活
躍
し
て

い
る

こ
と

一
〇
三
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華
厳
三
聖
像
の
形
成

(鎌

田
)

が
わ
か
る
。
胡
承
徳
も
ま
た
胡
氏
の
一
族
で
あ
り
、
飛
来
峰
に
華
厳
三

聖
像

と
下
生
弥
勒
像
を
造
像
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
建
長
寺

の
華
厳
三
聖
像

宋
代
を
代
表
す
る
華
厳
三
聖
像
は
杭
州
の
飛
来
峰
石
窟
の
華
厳
仏
会

像
で
あ
る
。
こ
の
飛
来
峰
石
窟
の
華
厳
仏
会
像
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に

日
本

に
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

一
例
と
し
て
宋
の
仏
画
の
名
品

と
し

て
知
ら
れ
る
鎌
倉
建
長
寺

の
毘
盧
遮
那
三
尊
像
図
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

こ

の
建
長
寺

の
毘
盧
遮
那
三
尊
像
に
似
た
も

の
が
高
山
寺
の
五
聖
曼

茶
羅
図
で
あ
る
。
こ
の
図
は
、
毘
盧
遮
那
仏
を
中
心
と
し
て
、
前
方
左

右
に
騎
獅
文
殊
と
、
騎
象
普
賢
を
配
し
、
後
方
左
右
に
弥
勒
菩
薩
と
観

音
菩
薩

と
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
高
山
寺
の
五
聖

の
発
想
は
、
華
厳
宗

の
明
恵

上
人
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ

て

い
る
。
寛
喜
元
年

(
一
二
二
九
)
に
高
山
寺
三
重
塔
に
安
置
さ
れ
た
五
尊
が
五
聖
曼
茶
羅
図

と
同
じ
形
式
と
い
わ
れ
る
。

華
厳
三
聖
像
に
弥
勒
と
観
音
が

つ
け
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
五

聖
曼
茶
羅
図
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
み
る
と
、
五
聖
曼

茶
羅
図
は
華
厳
三
聖
像

の
発
展
形
態
の

一
つ
と
も
い
え
よ
う
。

以
上
、
華
厳
三
聖
像
の
離
像
石
刻
像
な
ど
に
つ
い
て
、
現
存
せ
る
文

物
を
中

心
と
七
て
述
べ
た
が
中
国
に
お
い
て
は
重
竜
山
摩
崖
造
像
の
題

記
の
紀
年
が
八
五
四
年
お
よ
び
八
五
八
年
で
あ
る
の
で
、
華
厳
三
聖
像

の
成
立
は
九
世
紀
の
中
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

一
〇
四

唐
末
か
ら
宋
代
に
か
け
て
造
像
さ
れ
た
華
厳
三
聖
像
は
、
そ
の
後
、

四
川
か
ら
各
地
に
伝
わ

っ
て
い
っ
た
。
例
え
ぽ
、
敦
煌
莫
高
窟
の
近
く

に
位
置
す
る
楡
林
窟
の
第
二
窟

に
は
、
西
夏
時
代

(
一
〇
三
八
―
一
二
二

七
)
に
描
か
れ
た
華
厳
三
聖

の
説
法
図

の
壁
画
が
あ
る
。
三
聖

の
周
り

は
供
養
菩
薩
、
弟
子
、
天
竜
八
部
、
梵
天
、
竜
王
な
ど
が
並
び
、
足
許

に
は
五
彩
の
雲
が
棚
引
き
、
仏
国
土
の
雰
囲
気
に
溢
れ
た
説
法
図
壁
画

で
あ
る

(敦
煌
研
究
院
蔵
)。

西
夏
は
タ
ソ
グ
ー
ト
族
が
建
国
し
た
国
だ
が
、
仏
教
が
す
こ
ぶ
る
栄

え
た
国
で
、
中
で
も
西
夏
文
の

『華
厳
経
』
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
華
厳
が
流
行

し
た
国
で
あ
る
。
楡
林
窟

の
説
法
図
壁
画
は
西
夏
の
代
表
的
作
品
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
説
法
図
を
見
れ
ば
華
厳
三
聖
が
西
夏
で
息
づ
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
金
代
の
華
厳
三
聖
像
で
現
存
し
て
い
る
の
は
、
山
西
省
大
同
市
の

善
化
寺
三
聖
殿
の
中
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
雲
南
省
剣
川
県

の
石
鐘
山
石
窟
第
四
窟
に
も
華
厳
三
聖
像

の
造
像
が
あ
る
。
開
鑿
年
代
は
剣
川
が
南
詔
国

の
版
図
と
な
っ
た
七
九

四
年
以
後
、
す
な
わ
ち
八
世
紀
か
ら
九
世
紀

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
地

理
的
、
歴
史
的
に
関
係
の
深
か

っ
た
四
川
の
石
刻
造
像
の
影
響
を
受
け

て
造
像
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
文
物
と
し
て
の
華
厳
三
聖
像

に
つ
い
て
は
、
頼
富
本
宏
教
授

よ
り
、
高
麗
仏
画
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
御
指
摘
を
受
け

た
の
で
、
菊
竹
淳

一
・
吉
田
宏
志
編

の

『高
麗
仏
画
』
(朝
日
新
聞
社
、
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一
九
八

一
年
二
月
)
を
見
た
が
、
該
書

に
は
見
当
ら
な
い
の
で
、
高
麗
仏

画
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
日
本
の
鎌
倉
建
長
寺
蔵
の
華
厳

三
聖
像
図
に
つ
い
て
は
、
石
田
尚
豊
氏
の

『華
厳
経
絵
』
を
見
て
頂
き

た
い
と
思
う
。

三

文
献

資
料

よ
り

み

た
華

厳

三
聖

像

の
形

成

華
厳
三
聖
の
関
係
に
つ
い
て
、
澄
観

の

『
三
聖
円
融
観
門
』
に
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
聖

の
内
、

二
聖

を
以

て
因
と
な
し
、
如
来
を
な
す
。
果
は
言
想

を
超

ゆ
れ

ば
、
且
く
二
因
を
説
く
。
若
し
二
因
の
玄
微
を
悟
ら
ば
、
則
ち
果
海
の
深
妙

を
知
る
。
(大
正
四
五

・
六
七
一
上
)

こ
れ

に
よ
る
と
、
文
殊
、
普
賢
は
因
、
毘
盧
遮
那
仏
を
果
と
す
る
と

い
う
。
『華
厳
経
』
で
は
、

こ
の
三
聖
を
も

っ
て
総
別
智
悲
の
法
門

を
表

わ

す
と

い
う
。
普
賢
は

一
切
衆
生
の
機
縁
を
観
じ
、
十
方
に
周
遍
し
て
種

々
の
相
を
現
じ
、
自
在
に
衆
生
を
救
う
が
故

に
後
得
大
悲
を
表
わ
す
。

こ
れ

に
対
し
て
、
文
殊
は
、
よ
く
諸
法
平
等

の
理
を
照
す
が
故
に
、
根

本
大
智
を
表
わ
す
。
こ
の
智
と
悲
の
不
二
な
る
と
こ
ろ
を
毘
盧
遮
那
仏

と
い
う
。
毘
盧
遮
那
仏
は
、
文
殊
、
普
賢

の
二
聖
の
総
体
で
あ
り
、
二

聖
は
毘
盧
遮
那
仏
の
別
徳
で
あ
る
。

三
聖
円
融
に
つ
い
て
最
初
に
述
べ
た
の
は
唐
代
の
居
士
と
し
て
有
名

な
李
通
玄
で
あ
る
が
、
李
通
玄
の
三
聖
円
融

に
つ
い
て
は
、
華
厳
学
研

華
厳
三
聖
像
の
形
成

(鎌

田
)

究
所
長

・
小
島
岱
山
氏
の
雄
篇
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
。
(
9
)

三
聖
円
融
思
想
の
起
源
は
李
通
玄
に
求
め
ら
れ
る
が
、
李
通
玄

の
思

想
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
三
聖
円
融
思
想
を
完
成
さ
せ
た
の
は
澄
観
で
あ

る
。
澄
観
の
著
書

『三
聖
円
融
観
』
(
1
0
)

は
李
通
玄
の
独
創
的
な
三
聖
円
融

思
想
を
継
承
し
な
が
ら
独
自
の
解
釈
も
加
え

て
、
三
聖
円
融
思
想
を
整

理
し
体
系
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

華
厳
三
聖
像
の
教
理
学
的
解
釈
を
し
た
文
献
と
し
て
は
、
李
通
玄
の

『華
厳
経
論
』
や
、
澄
観
の

『
三
聖
円
融
観
門
』、
日
本
の
明
恵
上
人

の

著
書
な
ど
が
あ
る
が
、
華
厳
三
聖
像

の
造
像

に
つ
い
て
の
文
献
資
料
は

少
な
い
。

こ
の
華
厳
三
聖
像
を
始
め
て
造

っ
た
の
は
誰
か
、
と
い
う
こ
と
は
不

明
で
あ
る
が
、
華
厳
宗
の
第
五
祖
宗
密
で
は
な

い
か
と

思
う
。
そ
れ

は
、
宗
密

の

『円
覚
経
道
場
修
証
儀
』
(
1
1
)

巻

一
の
道
場
七
門

の
第
六
厳
処

に
、
「当
中
に
盧
遮
那
像

を
置
き
、
両
畔
に
普
賢

・
文
殊

の
二
像
を
置

き
、
こ
れ
を
三
聖
と
な
す
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
三
聖
を
安
置

し
、
幡
花
を
か
け
、
蓮
花
燈
を
点
じ
、
百
和
香
を
焚
い
て
荘
厳
す
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
蓮
花
燈
と
い
う
の
は

「放
燈
」
と
い
う
中
国

の

仏
教
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
蓮
の
花

の
形
を
し
た
灯
火
で
あ
る
。

宗
密
が
こ
の
よ
う
に
記
録
し
た
こ
と
が
原
因
と
な

っ
て
、
そ
の
後
、

華
厳
三
聖
像
の
造
像
が
四
川
地
方
を
中
心
と
し
て
造
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
四
川
は
宗
密
が

『円
覚
経
』
を
入
手
し
た
と
こ
ろ

で
も
あ
り
、
宗
密
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
土
地
で
あ
る
。
そ
の
た
め

一
〇
五
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華
厳
三
聖
像
の
形
成

(鎌

田
)

四
川
を
中
心
と
し
た
石
窟
に
華
厳
三
聖
像
が
数
多
く
石
刻
さ
れ
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

次
に
、
『四
川
通
志
』
巻
五
十
八
、
金
石
、
重
慶
府
六
に
つ
ぎ

の
記

事
が
あ

る
。

盧
舎
那
二
菩
薩
記

こ
れ

に
よ
る
と
石
照
県

の
北
巌

に
長
慶
二
年

(八
二
二
)
に
刺
史
劉

温
が
援

し
た

「
盧
舎
那
仏
二
菩
薩
記
」
が
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
明

ら
か
に
華
厳
三
聖
像
で
あ
り
、
八
二
二
年
に
は
華
厳
三
聖
像
が
雕
造
さ

れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
清

の
陸
増
祥
編

『
八
環
室
金
石
補
正
』
巻
八
十

一
に
つ
ぎ
の

記
事
が

あ
る
。

造
三
聖
龕
記

寵
銜
右
飛
棹
都
都
知
兵
馬
使
、
充
冨

義
営
監
□
□
発
運
等
使
金
紫
光
禄
□
夫
検
校
尚
書
左
僕
射
□
監
、
門
衛
大
将

軍
同
□
□
御
史
大
夫
上
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
造
、
三
聖
龕
共
七
身
永
為

供
養
、
時
武
成
元
年
□
月
十
五
□
記

こ
の
三
聖
龕

の
造
営
者
の
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
聖
を
含
め
て
七

身
の
三
聖
龕
を
造

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
武
成
元
年
は
梁
の
開

平
二
年

に
当
る
の
で
、
こ
の
三
聖
龕
は
九
〇
八
年
に
造
営
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
、
府
の
軍
将
で
あ
る
都
知
兵
馬
使
が
営
造
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。華

厳
三
聖
像
に
関
す
る
文
献
資
料
は
、
唐
末
か
ら
五
代
、
宋
代
に
か

け
て
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
成
尋
の

『参
天
台

一
〇

六

五
台
山
記
』
(
1
2
)

巻
四
の
煕
寧
五
年

(
一
〇
七
二
)
十
月
二
十
三

日

の
条

に

大
相
国
寺
を
訪
問
し
た
時
の
状
況
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
盧
遮
那
大
殿
が
あ
り
、
そ
の
大
殿
の
高
閣
に
は
五
百
羅
漢
が
祀
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。
西
楼
の
上
に
文
殊
宝
殿
が
あ
り
、
師
子
眷
属
が
具

備
し
て
お
り
、
東
楼
の
上
に
は
普
賢
像
が
あ

り
白
象
眷
属
が
具
足
し
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
盧
遮
那
大
殿
、
左
右

に
文
殊
宝
殿
、
普
賢
像
の
配

置
は
ま
さ
し
く
華
厳
三
聖
像
の
配
置
で
あ
り
、
十

一
世
紀
後
半
に
は
三

聖
像
が
三
聖
殿
に
発
展
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
西
夏
の
遺
跡

の

一
つ
で
あ
る
内
蒙

古
自
治
区
の
額
済
納
旗
黒

水
城
か
ら
出
土
し
た
漢
文
の

『
大
方
広
仏
華
厳
経
普
賢
行
願
品
』

の
冒

頭
に
説
法
図
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
央

に
は
頭
に
宝
冠
を
戴
い
た

毘
盧
遮
那
仏
、
そ
の
左
右
に
は
文
殊
と
普
賢

の
二
菩
薩
が
描
か
れ
て
い

る
と
い
う
。
(
1
3
)

四

結

言

華
厳
三
聖
像
の
成
立
は
、
宗
密

の
生
存
頃
と
推
定
さ
れ
る
の
で
九
世

紀
の
初
頭
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
文
献
と

し

て
は
、
『
円
覚

経
道
場
修
証
儀
』
の
宗
密
の
記
録
か
ら
、
文
物
と
し
て
は
、
四
川
省
重

竜
山
摩
崖
造
像
の
八
五
四
年
、
並
び

に
八
五
八
年
の
題
記

に
よ

っ
て
、

九
世
紀
の
中
頃
に
は
四
川
地
方
を
中
心
と
し
て
分
布
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

四
川
地
方
を
中
心
と
し
て
造
像
さ
れ
た
華
厳
三
聖
像
は
そ
の
後
、
五

600



代

か

ら

宋

代

に
か
け

て
東

へ
伝

播

し
、

杭

州

の
飛

来

峰

に
石

刻

像

が

造

ら

れ
、

金

代

に

は
山

西

省

の
北

方

の
大

同

善

化

寺

に
造

像

さ

れ

、

さ

ら

に

西
夏

時

代

に

は
楡

林

窟

に
壁

画

と

し

て
描

か
れ

る

に
至

っ
た

の
で
あ

る

。1
　
大
足
県
文
物
保
管
所
編

『
大
足
石
窟
』

(四
川
人
民

出

版

社
、

一
九
八

一
年
)
。
劉
長
久

・
胡
文
和

・
李
永
翹
編

『
大
足
石
刻
研
究

』
(
四
川
省
社

会
科
学
院
出
版
社
、

一
九
八
五
年
)
。

2
　
拙
稿

「宋
代

仏
教
文
化

の

一
断
面
―

大
足
石
窟
を
中
心

と

し

て
」

(大

隅
和
雄
編

『鎌
倉
時

代
文
化
伝
播

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
五
年
六

月
二
十
日
)
。

3
　

王
煕
祥

・
曽
徳
仁

「
四
川
資
中
重
竜
山
摩
崖
造
像
」

(
『
文
物
』

一
九
八

八
年
第
八
期
)
。

4
　

彰
家

勝

「
四
川
安
岳

臥
仏
院
調
査
」
、
丁
明
夷

「
四
川
石
窟
雑
識
」
(『
文

物
』

一
九
八
八
年
第

八
期
)
。

5
　

石
田
尚
豊

『
華
厳
経
絵

』
(
日
本

の
美
術
二
七
〇
号
、

至
文
堂
、

昭
和

六
三
年
十

一
月
)

六
〇
1

六
二
頁

。

6
　
『
両
浙
金
石
志
』
巻

五
に

「宋

胡
承
徳
霊
隠
造
像
題
名
」
が

あ

り
、

そ

こ
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
『
武
林
石

刻
記
』

巻
四
に
も
収
録

。

7
　
常
盤
大
定

・
関
野
貞

『
中
国
文
化
史
蹟

』
解
説
上

(法
蔵

館
、

一
九
七

五
年

四
月
)

八
五
―

六
頁

。

8
　
『
武
林
石
刻
記
』
巻

四
、
胡
宗
師

等
題
名
、
在
竜

泓
洞
。

9
　
小
島
岱
山

「
李
通
玄

に
お
け

る
三
聖

円
融
思
想

の
解

明
」

(
『
華
厳
学
研

究
』
創
刊
号
、
華
厳
学
研
究
所
、

昭
和

六
二
年

)
。

10
　
寿
山
光
知

「
澄
観

『
三
聖
円
融
観
門
』
考
」

(『
印
度

学
仏
教

学
研
究

』

第
四
十
巻
第

一
号
、
平
成
三
年
十

二
月
)
。

11
　

『
円
覚
経
道
場
修
証
儀
』
巻

一

(続
藏

一
二
八

・
三
六
五
右

上
)

先
須
簡
処
、
離
於
喧

雑
穢

悪
、
及
諸
障
難
、
如
前
具
縁
中
説
也
、
若
得

深

邃
巌
谷
幽
僻
林
泉
、
最
為
殊
妙
、
若
在
人
附
、
須
除
去

一
二
尺

旧
土
、

以

華
厳
三
聖
像
の
形

成

(鎌

田
)

香
泥
泥
地
、
懸
諸
幡
花
、
当
中
置
盧
舎
那
象
、
両
畔
置
普
賢
文
殊

二
象
、

是
為
三
聖
、
点
蓮
花
燈
、
焚
百
和
香
、
諸
荘
厳
具
、
唯
要
潔
浄
。

12
　
『
参
天
台
五
台
山
記
』
巻
四

(日
仏
全

一
一
五
、
三
九
四
下
)

13
　
史
金
波

『
西
夏
仏
教
史
略
』

(寧
夏
人
民
出
版
社
、

一
九
八
八
年
八
月
)

一
八
二
頁
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

華
厳
三
聖
像

、
宗
密
、

四
川
(愛
知
学
院
大
学
教
援

・
文
博
)

掲
載
さ
れ
な
か

っ
た
諸
氏
の
発
表
題
目
(
1
)
、

成
唯
識
論
西
明
疏
に
つ
い
て
橘
川
智
昭

(東
洋
大
学
大
学
院
)

華
厳
教
学
に
お
け
る

「事
」

の
概
念

織
田
願
祐

(大
谷
大
学
)

澄
観
の
華
厳
教
学
と

『法
華
経
』
吉
浄
宜
英

(駒
沢
大
学
)

に
お
け
る
仏
教
展
開
の

一
考
察

則
武
海
源

(立
正
大
学
)

一
〇

七

601


